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令和３年１１月１８日 

福 島 県 教 育 委 員 会 

 

 

 

１ 調査の目的 

児童生徒一人一人の学力の伸びや学習等に対する意識、生活の状況等を把握する調査を

実施し、教育及び教育施策等の成果と課題を検証するとともに、その改善を図るための方

策を構築し、一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

２ 調査実施日 

令和３年４月２１日（水） 

  ※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のための学級閉鎖等により調査実施日に実施が困難

な学校に限り、調査実施日を令和３年４月２２日（木）から５月１４日（金）までの任意

の日に変更して実施した。 

３ 参加学校数・参加人数   

（１）小学校 ４１７校 

※ 義務教育学校前期課程及び県立特別支援学校小学部を含む。以下同じ。 

（２）中学校 ２２１校 

  ※ 義務教育学校後期課程及び県立特別支援学校中学部を含む。以下同じ。 

（３）児童生徒数（人）（質問紙を含むいずれかの教科を１つ以上実施した児童生徒の人数） 

小学校４年 小学校５年 小学校６年 中学校１年 中学校２年 

１３，６２９ １４，１１１ １４，１５６ １４，３２６ １４，２８９ 

４ 調査事項 

（１）教科に関する調査 

  ① 小学校第４学年～第６学年 国語、算数 

  ② 中学校第１学年・第２学年 国語、数学 

（２）質問紙調査 

  ○ 学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項 

５ 結果の活用について 

（１）児童生徒の学習改善に活用する 

      各学校は、個人結果票をもとに児童生徒に学習改善に向けたアドバイスを行う。また、

個人結果票を保護者と連携するための資料とし、家庭学習の充実につなげていく。 

（２）各学校の授業改善に活用する 

      各学校は、返却された結果から児童生徒の学力のレベルや学力の伸びの状況を分析し、

学力を伸ばした可能性の高い取組を校内で共有するなど学力向上のプラン等を見直し、

２学期以降の授業改善につなげていく。 

 

 

令和３年度 ふくしま学力調査結果【概要版】 

１ ふくしま学力調査について 
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１ 教科に関する調査の結果から 

【国語】 

○ 年度の異なる同じ学年を比較すると、小学生は、上位層の割合が平成３１年度調査より多

い。一方、中学生は下位層の割合が平成３１年度より多い。（→p.5） 

 ○ 同じ学年集団を経年比較すると、中学校１年生は、「学力のレベル」の最頻値が平成３１年

度の小学校５年生のときより上がっており、学力の伸びが見られる。（→p.6） 

【算数・数学】 

○ 年度の異なる同じ学年を比較すると、小学校６年生は「学力のレベル」の最頻値が上がっ

ている。小学校５年生以上においては最上位レベル、最下位レベルともに割合が多い。（→p.7） 

○ 同じ学年集団を経年比較すると、全ての学年で学力の伸びが見られたものの、上位層から

中位層までの割合が減っており、下位層の割合が増えている。特に下位層の割合の増え方は、

学年が上がるにつれて顕著である。（→p.8） 

２ 児童生徒質問紙調査と学力の関係から 

○ 授業で学習の見通しをもつことや、話合い活動で自分の考えをもつこと、学習内容のつな

がりを明確にすることがあったと回答した児童生徒ほど、学力が高い傾向にある。（→p.9～

10） 

 ○ 勉強する理由を「勉強することが楽しい、好きだから」と回答した児童生徒ほど、学力が

高い傾向にある。（→p.11） 

 ○ 学習の準備を整え、授業に臨むことができていると回答した児童生徒ほど、学力が高い傾

向にある。（→p.12） 

○ 教師及び他の児童生徒から認められたことがよくあると回答した児童生徒ほど、学力が高

い傾向にある。（→p.12） 

 ○ 授業の予習や復習に取り組むと回答した児童生徒ほど、学力が高い傾向にある。（→p.13） 

○ 読書の冊数が多いほど、国語の学力が高い傾向にある。（→p.14） 

○ テレビゲームの時間が長くなるほど、学力が低い傾向にある。（→p.14～15） 

 

 

【国語】 

どの学年も「学力のレベル」の下位層の割合より上位層の割合の方が多く、国語を比較的得意

としている児童生徒が多い。しかし、学年が上がるにつれて「学力のレベル」が最上位の児童生

徒の割合が大幅に少なくなる。児童生徒の言語能力が螺旋的に高まるよう、各学年の学習指導を

孤立させず、系統化した効果的な指導がなされることが求められる。 

【算数・数学】 

平成３１年度と比較して、各学年とも最下位の「学力のレベル」に属する子どもの割合が増え

ており、低学年の学習内容の定着に大きな差が生じていることが分かる。低学年でのつまずきを

そのままにしないことが重要であり、既習事項と関連付けた指導を意図的に行うことが必要で

ある。一方、上位層の児童生徒は、学年が上がってもその割合の減少が少ないため、知的好奇心

を刺激する発問の工夫等、上位層の児童生徒をさらに伸ばす手立てを講じるなど、個別最適な学

びの実現が重要である。 

【質問紙】 

  「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善、学習意欲や自己肯定感の醸成及び家

庭学習の充実等が学力向上に与える影響が大きいことから、引き続き、「ふくしまの『授業スタ

ンダード』」や「ふくしまの『家庭学習スタンダード』」を基に、児童生徒の資質・能力の育成を

図っていくことが重要である。 

２ 調査結果の概要 

３ 調査結果の総括 
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 小学校４年 小学校５年 小学校６年 中学校１年 中学校２年 

国語 55.3 57.3 58.9 58.3 66.1 

算数・数学 68.7 58.4 58.6 59.1 56.2 

 

 

【国語】 

 教科の領域等別平均正答率 評価の観点別平均正答率 問題形式別平均正答率 
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小学校４年 68.0 64.4 29.1 38.4 66.9 33.3 － 58.8 54.9 14.5 

小学校５年 60.0 62.5 40.4 58.6 60.6 53.0 － 56.9 59.7 34.0 

小学校６年 63.4 73.3 44.6 53.5 65.2 50.8 － 60.4 57.7 42.2 

中学校１年 61.2 51.5 50.1 62.1 58.5 58.1 － 54.8 66.3 46.5 

  教科の領域等別平均正答率 評価の観点別平均正答率 問題形式別平均正答率 
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中学校２年 67.1 57.4 70.5 － 78.0 54.2 57.4 69.9 67.4 64.3 54.2 

【算数・数学】 

  教科の領域等別平均正答率 評価の観点別平均正答率 問題形式別平均正答率 
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小学校４年 72.2 60.8 71.5 66.5 71.3 51.6 － 64.7 75.7 18.9 

小学校５年 60.7 57.3 58.3 54.6 62.1 49.0 － 57.8 61.9 11.7 

小学校６年 61.0 61.6 60.1 50.0 59.7 52.5 － 60.4 60.2 5.0 

中学校１年 64.1 51.1 56.9 62.2 61.3 37.9 － 62.2 57.2 38.0 

  教科の領域等別平均正答率 評価の観点別平均正答率 問題形式別平均正答率 
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中学校２年 56.8 50.9 56.0 60.9 － 51.9 56.0 58.4 57.0 55.7 52.0 

４ 教科に関する調査の結果 

（１）福島県全体の平均正答率（％） 

（２）福島県全体のカテゴリー別正答率（％） 
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１ 学力のレベル 

全ての問題に難易度を設定し、「どのくらい難しい問題を解く力があるか」を「学力のレ

ベル」で表す。「学力のレベル」は１２段階あるが、測定は各学年７レベルの間で行う。 

※ 福島県で中学３年生は実施しない。 

さらに、１つの「学力のレベル」は３分割され、「学力の伸び」が詳細に分かる。例えば、

同じレベル５でも、「学力のレベル」が高くなるとバーの位置が上がる。 

 

 

２ 学力の伸び 

集計対象となる児童生徒の「学力のレベル（３分割）」を数値化（例：１－Ｃは“１”、

１２－Ａは“３６”）し、前回調査との差を計算する。 

３ 「学力が伸びた児童生徒」の定義 

「学力のレベル（３分割）」を数値化した数値が、前年度から１以上増加した児童生徒を

「学力が伸びた児童生徒」と捉える。ただし、令和２年度調査は、新型コロナウイルス感

染拡大防止による一斉臨時休業の影響を考慮して中止したため、今年度は一昨年度から数

値が２以上増加した児童生徒を「学力が伸びた児童生徒」と捉える。 

４ 平成３１年度（令和元年度）調査から学力が伸びた児童生徒の割合（県全体） 

 小学校６年 中学校１年 中学校２年 

国語 ８３．５％ ８７．６％ ７６．３％ 

算数・数学 ７３．５％ ７６．５％ ７０．８％ 

※ 前回が平成３１年度（令和元年度）調査のため、今年度の小学校４年生及び小学校５年生

の児童の学力の伸びが見られるのは令和４年度調査実施後となる。 

 

（３）「学力のレベル」と「学力の伸び」について 
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【年度の異なる同じ学年の比較（国語）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）福島県の「学力のレベル」の分布 ① 国語 

小学校 

５年生 

の分布 

中学校 

１年生 

の分布 

小学校 

６年生 

の分布 

小学校 

４年生 

の分布 

Ｈ３１ Ｒ３ 

太枠囲みは、その年度の

「学力のレベル」の最頻値

を示します。 

※ 各学力レベルに属する児童生徒の分布割合は四捨五入していますので、合計が 100％にならない場合が 

あります。 

中学校 

２年生 

の分布 
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【同じ学年集団の経年比較（国語）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ３１小学校４年生 → Ｒ３小学校６年生 

Ｈ３１小学校６年生 → Ｒ３中学校２年生 

【年度の異なる同じ学年の比較（国語）】 
○ 各学年の最上位の「学力のレベル」で比較すると、令和３年度の方がおおむね割合が多
く、上位の学力水準が高くなっている。特に、小学校４年生で最上位のレベル７に位置する
児童が、平成３１年度調査に比べ 15.5％pt 多い。 

● 「学力のレベル」の最頻値が小学校５年生でレベル６からレベル７に１段階上がってい
る一方、小学校６年生はレベル８からレベル７へ、中学校２年生はレベル９からレベル８へ
それぞれ１段階下がっている。 

【同じ学年集団の経年比較（国語）】 
○ 令和３年度の中学校１年生は、平成３１年度の小学校５年生の時点から「学力のレベル」
の最頻値が２段階上がっている。令和３年度の小学校６年生と中学校２年生は、最頻値が平
成３１年度の時点と同じレベルに留まっているが、最上位のレベルを見ると、難易度が上が
っている中でも小学校６年生で 18.3％、中学校２年生で 4.6％の児童生徒がいる。 

● どの学年も、学年が上がるにつれて最上位のレベルの割合がおよそ 10％pt 減っている。 

Ｈ３１小学校５年生 → Ｒ３中学校１年生 
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【年度の異なる同じ学年の比較（算数・数学）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

５年生 

の分布 

小学校 

６年生 

の分布 

中学校 

２年生 

の分布 

小学校 

４年生 

の分布 

（４）福島県の「学力のレベル」の分布 ② 算数・数学 

※ 各学力レベルに属する児童生徒の分布割合は四捨五入していますので、合計が 100％にならない場合が 

あります。 

中学校 

１年生 

の分布 
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【同じ学年集団の経年比較（算数・数学）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ３１小学校４年生 → Ｒ３小学校６年生 

Ｈ３１小学校５年生 → Ｒ３中学校１年生 

Ｈ３１小学校６年生 → Ｒ３中学校２年生 

【年度の異なる同じ学年の比較（算数・数学）】 
○ 令和３年度の小学校６年生の分布を見ると、平成３１年度に比べ「学力のレベル」の最
頻値が１段階上がり、高いレベルの分布が増加している。最上位のレベル９に位置する児童
は、平成３１年度より 4.8％pt 多い。また、令和３年度の小学校５年生と６年生及び中学校
１年生と２年生の最上位のレベルに位置する児童生徒の割合は、平成３１年度の同学年に
比べて多い。 

● 令和３年度の小学校４年生の分布を見ると、平成３１年度に比べ１段階下のレベルに最
頻値があり、最上位のレベル７に位置する児童が、平成３１年度より 6.6％pt 少ない。ま
た、令和３年度の小学校５年生と６年生及び中学校１年生と２年生の最下位のレベルに位
置する児童生徒の割合は、平成３１年度の同学年に比べ多い。 

【同じ学年集団の経年比較（算数・数学）】 
○ 令和３年度は、いずれの学年においても、学力のレベルの最頻値が上がっており、着実

に学力を伸ばしている。 
● どの学年も、学年が上がるにつれて最上位のレベルの割合が減っており、最下位のレベ

ルの割合が増えている。令和３年度の中学校２年生は、最下位のレベルに位置する生徒の
割合が 11.6％pt 増えている。 
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◎ 授業の始めに学習活動の見通しをもたせることで、主体的な学びを促すとともに、

振り返りの場面における視点が明確になる。 

◎ 話合い活動を取り入れる際には、児童生徒が自分の立場を明確にし、他の児童生

徒の意見と比較したり、自分の考えを吟味したりすることができるように働きかけ

る。また、話合い活動を行ってから、自分の考えをもう一度整理し、表現する時間

を確保することも大切である。 

◎ 単元全体を見通して指導計画や評価計画を立て、学習内容のつながりや既習事項

との関連を明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童生徒質問紙調査結果と「学力のレベル」の階層のクロス集計結果から＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 児童生徒質問紙調査結果と学力の傾向 

（１）授業に関すること 

縦軸:質問『授業の始めに、今日はどんな学習をするのかをつかんでから学習に

取り組んだことがありましたか』 

横軸：『算数・数学の調査結果』 

小学校６年生 算数 

【ふくしまの「授業スタンダード」より】 

・ 「何を学習するか」「何ができればよいか」を明確にするために、焦点化された学習課

題を設定しましょう。 

・ 自分の考えを素直に表現し、相手の考えを共感的に聞くことは、思考の広がりや深ま

りにつながります。 

・ 導入において既習事項の振り返りから「問い」や「思い・願い」を引き出したり、計画

や見通しをもたせる場面において学習課題と既習事項を関連付けたりする学習活動を設

定し、終末において振り返りましょう。 

1776人

1246人

535人

254人

127人

1158人

1312人

639人

306人

151人

786人

1142人

684人

359人

172人

703人

1185人

759人

344人

304人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど，または
全くなかった

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）算数の調査結果

4423人(31.7％)

4885人(35.0％)

2617人(18.8％)

1263人( 9.1％)

754人( 5.4％)

○ 学習の見通しをもつことや、話合い活動で自分の考えをもつこと、学習内容の

つながりを明確にすることと学力の高さに関係が見られた。 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善が、学力向上に寄与する

ことが期待できる。 

※ クロス集計の結果は、代表的な学年・教科を取り上げています。他の学
年・教科のクロス集計結果は、後日福島県教育委員会のホームページに掲
載します。 
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縦軸：質問『課題の解決に向けて、話し合ったり交流したりしたことで、自分の

考えをしっかり持てるようになったことがありましたか』 

横軸：『国語の調査結果』 

縦軸：質問『授業で学んだことが、以前に学習した知識とつながったことがあり

ましたか』 

横軸：『算数・数学の調査結果』 

中学校２年生 数学 

小学校５年生 国語 

2085人

1155人

520人

135人

48人

1439人

1142人

434人

155人

71人

1345人

1184人

560人

206人

91人

1103人

1131人

628人

240人

159人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど，または
全くなかった

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）国語の調査結果

5972人(43.2％)

4612人(33.3％)

2142人(15.5％)

736人( 5.3％)

369人( 2.7％)

2395人

1320人

285人

86人

31人

1766人

1604人

501人

145人

51人

833人

1017人

449人

145人

56人

859人

1279人

884人

290人

170人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど，または
全くなかった

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）数学の調査結果

5853人(41.3％)

5220人(36.8％)

2119人(15.0％)

666人( 4.7％)

308人( 2.2％)
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◎ 授業で「勉強することが楽しい、好きだ」という考えを児童生徒にもたせるため

には、児童生徒が興味・関心を高めることのできる教材との出合いを工夫したり、

児童生徒が自分の成長や変容に気付くことのできる振り返りの場を設定したりす

ることが考えられる。 

◎ 授業に臨む心構えを確実に共有し、授業の前に必要な学習用具を整えておくなど

のよりよい学習習慣や学習に対する前向きな姿勢を育てることが大切である。 

◎ 学級経営において、児童生徒同士が互いのよさを認め、高め合う雰囲気を醸成す

ることにより、達成感を得たり、自己肯定感を高めたりすることが学習意欲や学力

の向上につながると考えられる。 

 

 

 

 

 

＜児童生徒質問紙調査結果と「学力のレベル」の階層のクロス集計結果から＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習意欲（特に「勉強することが楽しい、好きだから」）が高い児童生徒は、
学力が高い傾向が見られた。 

○ 学習の準備を整えることや、他の児童生徒及び教師から認められること及び
自己肯定感の高さも、学力との関係が強い。 

（２）学習意欲や学習環境に関すること 

縦軸：質問『あなたは、勉強する理由について、どのように考えていますか』 

《勉強することが楽しい・好きだから》 

横軸：『算数・数学の調査結果』 

中学校２年生 数学 

【ふくしまの「授業スタンダード」より】 

・ 学習規律について、発達の段階を踏まえて共通実践をすることを大切にしましょう。 

・ 普段の学校生活全般において、教師と子ども、子ども同士の「望ましい人間関係」を築い

ていくことを大切にしましょう。 

669人

1594人

1340人

517人

308人

1408人

1701人

652人

124人

780人

1147人

455人

158人

914人

1630人

788人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる

どちらかといえば，
当てはまる

どちらかといえば，
当てはまらない

当てはまらない

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）数学の調査結果

1259人( 8.9％)

4696人(33.1％)

5818人(41.0％)

2412人(17.0％)
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縦軸：質問『学習の準備を整え、授業に臨むことができていますか』 

横軸：『国語の調査結果』 

小学校６年生 国語 

縦軸：質問『学校の先生たちは、自分のよいところを認めてくれましたか』 

横軸：『算数・数学の調査結果』 

小学校４年生 算数 

縦軸：質問『学校の友達は自分のよいところを認めてくれましたか』 

横軸：『算数・数学の調査結果』 

小学校４年生 算数 

2192人

1617人

252人

26人

1610人

1397人

229人

23人

1457人

1365人

255人

41人

1324人

1531人

488人

126人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）国語の調査結果

6583人(47.2％)

5910人(42.4％)

1224人( 8.8％)

216人( 1.6％)

2165人

1395人

165人

26人

2096人

1507人

201人

49人

1403人

1183人

186人

57人

1354人

1135人

273人

127人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

みとめてくれた

どちらかといえば，
みとめてくれた

どちらかといえば，
みとめてくれなかった

みとめてくれなかった

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）算数の調査結果

7018人(52.7％)

5220人(39.2％)

825人( 6.2％)

259人( 1.9％)

1945人

1479人

253人

72人

1909人

1522人

314人

105人

1303人

1151人

274人

104人

1312人

1080人

298人

188人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

みとめてくれた

どちらかといえば，
みとめてくれた

どちらかといえば，
みとめてくれなかった

みとめてくれなかった

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）算数の調査結果

6469人(48.6％)

5232人(39.3％)

1139人( 8.6％)

469人( 3.5％)
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◎ 家庭学習の内容や方法等について家庭と共通理解を図ることが大切である。 

◎ 家族で一緒に読書に親しむ機会を増やすことや、読書環境の整備の充実を図るこ

となど、読書量を増やす取組をすることで、学力の向上に寄与することが期待でき

る。 

◎ 同じ学年集団で経年比較すると、ゲームをする時間が長くなっている傾向がある。

「学習を始める時刻」や「就寝時刻」、「家庭での役割（手伝い）」等の約束ごとを、

保護者と児童生徒が話し合いながら決められるように働きかけていくことが大切

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童生徒質問紙調査結果と「学力のレベル」の階層のクロス集計結果から＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業の予習や復習に取り組む児童生徒の方が、学力が高い傾向が見られた。 
○ 教科や学年により差はあるが、読書の冊数が多いほど学力が高い傾向が見ら

れた。 
○ テレビゲームの時間が長いほど、学力の高い児童生徒の割合が低くなる傾向

が見られた。 

（３）家庭での生活に関すること 

小学校５年生 算数 

縦軸：質問『学校の授業の予習や復習をしていますか』 

横軸：『算数・数学の調査結果』 

【ふくしまの「家庭学習スタンダード」より】 

・ 学習内容に応じて、宿題（復習、予習）を効果的に活用した授業に努めたり、授業で学習

したことを活用できる場面や方法を紹介したりするなどの取組で、授業と家庭学習をつなげ

ましょう。 

・ 「心の支え」、「環境づくり」、「習慣づくり」の３つの視点で家庭・地域と協力・連携体制

を築いていきましょう。また、子どもや保護者の家庭学習に関する悩みや要望を把握し、相

談する機会を設けていきましょう。 

2384人

1180人

413人

81人

1502人

979人

372人

74人

1736人

1446人

675人

140人

996人

1032人

620人

224人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している

どちらかといえば，
している

どちらかといえば，
していない

していない

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）算数の調査結果

6618人(47.8％)

4637人(33.5％)

2080人(15.0％)

519人( 3.7％)
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縦軸：質問『1か月に、何冊くらいの本を読みますか（教科書や参考書、まん画

や雑誌は除きます）』 

横軸：『国語の調査結果』 

中学校１年生 国語 

中学校２年生 国語 

縦軸：質問『普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム

（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使

ったゲームも入ります）をしますか』 

横軸：『国語の調査結果』 

579人

649人

1103人

1143人

159人

417人

652人

1205人

1501人

294人

284人

485人

883人

1271人

301人

253人

403人

879人

1272人

444人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１１冊以上

５～１０冊

３～４冊

１～２冊

１冊も読まない

Ａ（上位25%） Ｂ（上位26～50%） Ｃ（下位26～50%） Ｄ（下位25%）国語の調査結果

1533人(10.8％)

2189人(15.4％)

4070人(28.7％)

5187人(36.6％)

1198人( 8.5％)
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＜令和３年度と平成３１年度における児童生徒質問紙調査結果の経年比較から＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュ

ータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも入り

ます）をしますか』 


